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秋
田
県
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
　

　「
白
瀬
中
尉
物
語
〜
南
十
字
星
の

　
も
と
へ
〜
」

　
日
本
人
初
の
南
極
探
検
に
挑
ん
だ
秋

田
の
偉
人
白
瀬
矗（
の
ぶ
）。そ
の
業
績
を

讃
え
る
企
画「
白
瀬
日
本
南
極
探
検
隊
百

周
年
記
念
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
３
カ
年
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
フ
ァ
イ
ナ
ル
と
し
て
秋
田
県
で

は
初
め
て
の
県
民
参
加
に
よ
る
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル「
白
瀬
中
尉
物
語
〜
南
十
字
星
の

も
と
へ
〜
」が
上
演
さ
れ
ま
す
。県
内
で

は
か
つ
て
な
い
規
模
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
す
。ぜ
ひ
ご
観
劇
く
だ
さ
い
。

上
演
日
程

▽
平
成
24
年
１
月
22
日（
日
）

　
　
大
曲
市
民
会
館

▽
平
成
24
年
２
月
５
日（
日
）

　
　
秋
田
市
文
化
会
館

ど
ち
ら
も
開
場
13
時
、
開
演
13
時
30
分

料
金

一
般
１
０
０
０
円（
当
日
１
５
０
０
円
）

中
高
校
生
７
０
０
円（
当
日
１
０
０
０
円
）

小
学
生
５
０
０
円（
当
日
８
０
０
円
）

チ
ケ
ッ
ト
窓
口

白
瀬
南
極
探
検
隊
記
念
館
／
わ
ら
び
劇

団
／
大
曲
市
民
会
館
／
ト
ピ
コ
／
サ
ー

ク
ル
Ｋ
サ
ン
ク
ス

　
　
白
瀬
日
本
南
極
探
検
隊
百
周
年

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

☎
０
１
８
４‐
38‐
４
６
７
０

　
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

　

人
権
擁
護
委
員
が
困
り
ご
と
な
ど
の

相
談
を
お
受
け
し
ま
す

日
時
／
場
所
　（
10
時
〜
15
時
）

12
月
４
日（
日
）　
交
流
セ
ン
タ
ー

12
月
５
日（
月
）　
大
阿
仁
出
張
所

12
月
７
日（
水
）　

　
　
　
合
川
老
人
憩
い
の
家
こ
と
ぶ
き
荘

12
月
８
日（
木
）　
四
季
美
館

　
　
生
活
課
地
域
推
進
班☎

62‐
6
6
2
8
　

　
北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

　

北
朝
鮮
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
関

す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
、

国
際
社
会
と
連
携
し
つ
つ
北
朝
鮮
に
よ

る
人
権
侵
害
問
題
の
実
態
を
解
明
し
、そ

の
抑
圧
を
図
る
た
め
の
週
間
で
す
。

啓
発
週
間
　
12
月
10
日（
土
）〜
16
日（
金
）

　

日
本
人
拉
致
容
疑
事
案
の
情
報
を
お

持
ち
の
方
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。　

　
　
北
秋
田
警
察
署　
☎
62‐
１
２
４
５

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林
退
共
）

　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
」

　

林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い
た
が
、退

職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を

探
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、以
前
、林
業
の
仕
事
を
し
て
い

た
が
、ご
自
身
が
林
退
共
へ
加
入
し
て
い

た
か
わ
か
ら
な
い
方
に
つ
い
て
も
お
調

べ
し
ま
す
の
で
、最
寄
り
の
支
部
又
は
本

部
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　
　
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

☎
０
３‐
５
４
０
０‐
４
３
３
４

　
働
く
人
と
勤
め
先
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

　
を
お
手
伝
い
し
ま
す

　

秋
田
県
労
働
委
員
会
で
は
、労
働
者
個

人
と
事
業
主
間
の
労
働
条
件
な
ど
に
関

す
る
紛
争
に
つ
い
て
、解
決
の
お
手
伝
い

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

突
然
、会
社
か
ら
解
雇
を
言
い
渡
さ
れ

た
と
か
、労
働
条
件
の
引
き
下
げ
を
せ
ま

ら
れ
て
い
る
な
ど
労
働
関
係
の
様
々
な

ト
ラ
ブ
ル
に
対
処
し
ま
す
。

　
　
秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
３
２
８
４

　
石
綿
に
よ
る
病
気
に
気
づ
い
て

　
い
な
い
方
を
探
し
て
い
ま
す

　
石
綿
に
よ
る
病
気
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

労
災
保
険
の
補
償
又
は
特
別
遺
族
給
付
金

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
過
去
に
石
綿
を
取
り
扱
う
仕
事
を
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
過
去
に
仕
事
で
石
綿
を
吸
い
込
ん
だ

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
息
切
れ
、
せ
き
、
胸
が
苦
し
い
な
ど

の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

▽
ご
家
族
で
中
皮
腫
、
肺
が
ん
等
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

　
お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
、
秋
田
労

働
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
秋
田
労
働
局

☎
０
１
８‐
８
６
０‐
１
２
１
６

お
知
ら
せ

問

読
書
感
想
画

コ
ン
ク
ー
ル

北
秋
田
市

読
書
感
想
文

作
品
募
集

◆
応
募
資
格

◆
応
募
区
分

◆
応
募
規
定

◆
字
数
及
び

　
用
　
　
紙

◆
応
募
先
等

◆
締 

切 

日

◆
発
　
　
表

◆
表
彰
及
び

　
表 
彰 

式

◎
お
問
い
合
わ
せ

北
秋
田
市
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
す
る
方

読
書
感
想
文
…
▼
小
学
校
の
部
（
３
年
生
以
上
で
学
年
ご
と
）

▼
中
学
校
の
部
（
学
年
ご
と
）▼
高
校
・
一
般
の
部

読
書
感
想
画
…
▼
幼
稚
園
・
保
育
園
の
部
（
年
長
児
）

▼
小
学
校
の
部
（
１
・
２
年
生
で
学
年
ご
と
）

読
書
感
想
文
は
、
読
ん
だ
本
（
作
品
）
に
つ
い
て
の
感
想
を
綴
っ
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
教
科
書
、
雑
誌
は
対
象
外
と
し
ま
す
。
読
書
感
想

画
は
、
読
ん
だ
本
（
作
品
）
に
つ
い
て
の
感
想
を
絵
に
描
い
て
く
だ
さ

い
。
ど
ち
ら
も
、
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
で
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

読
書
感
想
文
…
４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
小
学

校
の
部
は
原
稿
用
紙
３
枚
以
内
と
し
、
そ
の
他
の
部
に
つ
い
て
は
５
枚

以
内
と
し
ま
す
。
な
お
、
一
行
目
に
は
題
名
、
次
の
行
に
学
校
名
・
学

年
及
び
氏
名
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。

読
書
感
想
画
…
四
つ
切
版
の
画
用
紙
（
色
、
縦
・
横
は
自
由
）
を
用

い
、
素
材
は
自
由
（
絵
の
具
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
）
と
し
ま
す
。

読
書
感
想
文
・
感
想
画
と
も
、
応
募
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

鷹
巣
図
書
館
（
文
化
会
館
内
）
北
秋
田
市
材
木
町
２
番
３
号　

★
幼
稚
園
・
保
育
園
児
、
小
・
中
学
生
は
、
所
属
す
る
園
お
よ
び

学
校
を
通
じ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。　

★
高
校
生
、
一
般
の
方
は
、
図
書
館
と
各
公
民
館
に
も
応
募
用
紙

が
あ
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
１
月
31
日
（
火
）

所
属
す
る
学
校
や
園
を
通
じ
て
、
ま
た
一
般
の
応
募
者
に
は
直
接

通
知
す
る
と
と
も
に
、
市
の
広
報
等
で
発
表
し
ま
す
。

特
選
、
入
選
、
佳
作
に
選
ば
れ
た
方
々
に
、
賞
状
と
記
念
品
を
授

与
し
ま
す
。

表
彰
式
は
、
平
成
24
年
３
月
３
日
（
土
）
文
化
会
館
で
行
い
ま
す
。

鷹
巣
図
書
館
（
文
化
会
館
内
）　
☎
62‐
３
３
１
１

平
成
23
年
度

問

【個人住民税の特別徴収とは】
　給与支払者が住民税の源泉徴収と同様に、毎月
従業員に支払う給与から住民税（市町村民税＋県
民税）を徴収（天引き）し、納税義務者である各
従業員に代わって、一括して市町村に納入してい
ただく制度です。
【納税の負担感が激減します】
　特別徴収にすると従業員一人一人が金融機関に
納めに行くなどの手間が無くなり、１年分の納税
額を 12回に分けるので、普通徴収（年４回）で納
めるより、１回あたりの納税額が少なくなります。
【原則は特別徴収】
　地方税法及び各市町村の条例により、給与を支
払う事業主は原則として、すべて特別徴収義務者
として住民税を特別徴収していただくことになっ
ています。
　　秋田県総務部税務課　☎018‐860‐1153
　　北秋田市税務課　☎62‐1116

　まだ実施されていない事業主の方は、各従業員
の住所地の市町村税務課に連絡のうえ、従業員の
住民税の特別徴収を行っていだだくようお願いし
ます。

《事業主の方に行ってもらうことは》
主に下記の３つです。
○毎月の給与から市町村が通知した税額を徴収。
○徴収額を徴収した翌月の 10日まで納入。
○従業員の就職・退職があれば市町村に連絡。

　特別徴収事務は、所得税のように税額の計算や
年末調整などを行う手間はかからず、難しいもの
ではありません。
　納税者の利便性向上のため、設けられている制
度ですので、ご理解と特別徴収の実施をお願いし
ます。

　
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

　

市
役
所
及
び
各
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

の
窓
口
で「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
利
用

し
て
、ご
自
身
の
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

な
ど
の
加
入
記
録
と
納
付
状
況
な
ど
が

確
認
で
き
ま
す

　

年
金
に
加
入
し
て
い
な
い
期
間
や
標

準
報
酬
額
の
大
き
な
変
動
な
ど
、確
認
し

た
い
記
録
が
分
か
り
や
す
く
表
示
さ
れ

て
お
り
、記
録
の「
も
れ
」や「
誤
り
」の
発

見
も
容
易
で
す
。

○
窓
口
で
申
請
す
る
場
合
必
要
な
も
の

▽
ご
自
身
の
基
礎
年
金
番
号
又
は
ね
ん

き
ん
定
期
便
等
に
記
載
の
照
会
番
号
等

の
書
か
れ
た
書
類

▽
運
転
免
許
証
、パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
顔

写
真
付
き
証
明
で
、本
人
確
認
で
き
る
も

の（
顔
写
真
の
な
い
証
明
に
つ
い
て
は
２

種
類
以
上
必
要
）

▽
手
続
き
さ
れ
る
方
の
認
印

▽
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
と
代
理
人

の
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
等
）、代

理
人
の
認
印
が
必
要
で
す
。

○
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
受
付
時
間

　
月
曜
日
〜
金
曜
日　
９
時
〜
17
時

　
（
祝
日
、年
末
年
始
を
除
き
ま
す
。）

○
受
付
窓
口

市
民
課
国
保
年
金
班　
　
☎
62‐
１
１
１
８

森
吉
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
72‐
３
１
１
５

合
川
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
78‐
２
１
１
２

阿
仁
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
☎
82‐
２
１
１
２

問

問問問

問

従業員の個人住民税の特別徴収を
実施していない事業主の方へ

秋田県は市町村と共同で個人住民税の特別徴収を推進しています秋田県は市町村と共同で個人住民税の特別徴収を推進しています秋田県は市町村と共同で個人住民税の特別徴収を推進しています


